
 

ちょっとした支え合い講座 とは！？ 

超高齢社会において現在、地域でお互いに支え合う（助け合う）ことが必要 

とされています。その考えを正しく理解して他人にも伝えられる人、正しい知識やマナー

を学び支え合いを日常生活のなかで実施できる人（ちょっとした支え合いサポーター）を

ひとりでも多く育成することを目的とした講座です。 

・帯広市の事業であり、講師料等はいただきません 

・フライヤー（お知らせ）の作成と印刷、当日資料、プロジェ 

クターやマイクなどの備品もコチラでご用意いたします。 

・会場費についてはご依頼者様負担となります。 

・消毒・換気・座席間の確保など感染症予防対策を徹底 

したうえでの実施となります。詳細はご相談ください。 

 
【講座時間】：各講座によって異なる 
・高齢者の特性への理解 
・食事と健康 
・移動の支援 
・緊急時の対応と応急手当 
・スマートフォンの活用 
・消費者被害・詐欺 
・ゴミの分別 
・防災・減災 
・除雪 
…など、要望に応じて講座の内容を 

増やしています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
講座時間：６０分 （要望に応じて時間を増やすことも可能） 

・なぜ今、地域で支え合い活動が必要なのか？ 
・支え合い活動を実施するうえでの基本 
・自分ができる支え合い活動 

基本講座① 主軸となる講座 

【お問合せ】 

帯広市第１層生活支援コーディネート 
（帯広至心寮 内） 

担 当 者：大江 

電話番号：080-5596-1671 

基本講座② 自分が行いたい又は興味がある活動によって選べる講座 

（ 正 式 名 称 ： ち ょ っ と し た 支 え 合 い サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日頃から地域を見守る目を持ち、目の前

に困っている人がいれば、講座で得た知

識を活かして手助けをする。 

《例１》 

『支え合いを意識して日々の生活を

送る（特に活動などには参加しない） 

《例２》 

『各地区で行われている話し合いの場や

学習会や、基本講座②に参加する』 

・住民の力で地域をより住みやすくするための

話し合いの場に参加する。 

・話し合いの場の中には定期的に学習会を企画

するところもあります。 

《例３》 

『支え合いを行う活動及び活動団体

に参加する』 

・《選択⓶》の話し合いの場から生まれた活

動及び活動団体に参加する。 

・『何かをするついでに地域を見守る なが

ら見守り活動団体』『地域住民向けの便

りを作成し配ることで、つながるきっか

けづくりをする活動団体』『自宅で健康

的な生活を送れなくなってしまった方

に対する直接的な支援活動』などが今ま

で創設されています。 

《例４》 

『有償の支え合い活動に参加する』 

・ちょっとした支え合いサポー

ター登録者が『ツクイ帯広Ｗ

ＯＷ』で支え合い活動を行う

と、活動ポイントが付与され、

それをＱＵＯカード（最大で

年間５千円分）に交換できる

事業（ツクイ帯広WOWの社

会貢献事業）が令和 3年から

スタート！ 

 


